
岩手県技能士会会報

令和３年度岩手県技能士大会が開催されました

令
和
三
年
六
月
一
六
日
、
令
和
三

年
度
岩
手
県
技
能
士
大
会
が
盛
岡

市
の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー
小
田
島
組
☆
ほ
～
る
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
秋
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
通
常
総
会
の
同

日
開
催
と
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

懇
親
会
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
当
技
能
士
会

の
水
口
勝
士
会
長
が
、
岩
手
県
技

能
士
会
の
会
員
や
御
来
場
の
皆
様

と
と
も
に
、
匠
の
技
の
素
晴
ら
し

さ
を
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
本
日
の
大
会
が
そ
の
契
機
と

な
る
こ
と
を
願
う
旨
御
挨
拶
を
し

ま
し
た
。
御
来
賓
の
岩
手
県
知
事

代
理
の
商
工
労
働
観
光
部
安
藤
知

行
定
住
推
進
・
雇
用
労
働
室
長
、

岩
手
県
議
会
関
根
敏
伸
議
長
、
岩

手
県
職
業
能
力
開
発
協
会
小
野
寺

則
雄
会
長
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
手
県
議
会

商
工
建
設
常
任
委
員
長
ハ
ク
セ
ル

美
穂
子
県
議
会
議
員
、
岩
手
労
働

局
和
田
英
人
職
業
安
定
部
長
に
も

御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
技
能
士
会
の
会
員
に
は
建
築
関
係
の

技
能
士
が
多
い
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
佐
藤
久
泰
建
政
部
長
に

講
師
を
お
願
い
し
「
建
設
産
業
行
政
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
①
長
時
間
労
働
が
常

態
化
し
て
お
り
働
き
方
改
革
が
重
要
、
②

現
場
の
高
齢
化
と
若
者
離
れ
が
深
刻
化
す

る
中
、
限
り
あ
る
人
材
の
有
効
活
用
と
若

者
の
入
職
促
進
に
よ
る
将
来
の
担
い
手
の

確
保
が
急
務
、
③
建
設
業
が
今
後
も
地
域

の
守
り
手
と
し
て
活
動
で
き
る
環
境
整
備

が
必
要
と
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
新
担
い
手
三
法
（
品
確
法
、
建

設
業
法･

入
契
法
の
一
体
的
改
正
）
な
ど
に

よ
る
働
き
方
改
革
の
推
進
や
社
会
保
険
の

加
入
促
進
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に

よ
る
法
定
福
利
費
の
確
保
や
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
な
ど
国

土
交
通
省
が
進
め
て
い
る
対
策
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
民
間
工
事
に
も
こ

う
し
た
取
組
を
進
め
た
い
が
浸
透
が
難
し

い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ｖｏｌ.5
2021.7

（敬称略）
令和２年度
全国技能士会長表彰
菊池 岩男（遠野地区）
照井 良男（造園）

岩手県技能士会長表彰
なし（大会中止）

令和３年度
岩手県技能士会長表彰
高橋 浩（北上地区）
大石 健一（奥州金ケ崎

地区）
皆川 初雄（東磐地区）
菊池 恭二（遠野地区）
佐々木正一（久慈地区）

大
会
で
は
、
岩
手
県
技
能
士
会
の
活
動
に
多

大
な
御
貢
献
を
い
た
だ
い
た
五
名
の
皆
様
を
岩

手
県
技
能
士
会
会
長
表
彰
と
し
て
表
彰
し
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
二
年
度
全
国
技
能
士
会
連
合

会
長
表
彰
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
表
彰

は
例
年
一
一
月

東
京
都
で
開
催

さ
れ
る
全
国
技

能
士
大
会
で
行

わ
れ
ま
す
が
、

昨
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影

響
で
表
彰
式
が

中
止
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
伝
達

し
た
も
の
で
す
。

最
後
に
、
菊

池
岩
男
副
会
長

が
大
会
宣
言
を

行
い
、
こ
れ
を

承
認
し
、
大
会

は
盛
会
裏
に
終

了
し
ま
し
た
。

（関根岩手県議会議長祝辞）
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令和3年度岩手県技能士会通常総会・第１回理事会が開催されました

令
和
三
年
六
月
一
六
日

（
水
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分

か
ら
第
一
回
理
事
会
を
、
午

後
一
時
三
〇
分
か
ら
通
常
総

会
を
い
わ
て
県
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
水
口
勝
士
会

長
の
御
挨
拶
に
引
き
続
き
東

磐
地
区
技
能
士
会
会
長
の
尾

形
香
当
技
能
士
会
副
会
長
を

議
長
に
選
出
し
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

令
和
二
年
度
事
業
報
告
と

決
算
に
関
し
、
事
務
局
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
岩
手
県
技

能
士
大
会
が
中
止
と
な
っ
た

こ
と
や
事
業
が
縮
小
と
な
っ

た
め
二
年
度
の
単
年
度
収
支

が
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
説
明
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

次
い
で
、
令
和
三
年
度
事

業
計
画
と
収
支
予
算
な
ど
が

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
退
任
す
る
役
員
を

補
充
す
る
た
め
役
員
の
選
任

を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

収入の部 予算額 決算額 差異 支出の部 予算額 決算額 差異

１ 会費収入 690000 690,000 0 １ 管理費 440,000 331,950 △108,050

正会員会費 675,000 675,000 0 ⑴ 事務局 320,000 246,633 △73,367

賛助会員会費 15,000 15,000 0 事務費 200,000 126,633 △73,367

２ 事業収入 270,000 48,000 △220,000 事務委託費 120,000 120,000 0

証明書等申請手数料 90,000 48,000 △42,000 ⑵ 会議費 120,000 85,317 △34,683

県技能士大会参加料 180,000 0 △180,000 総会費・理事会費 90,000 60,357 △29,643

３ 寄付金収入 1,000 0 △1,000 各種会議費 30,000 24,960 △5,040

４ 雑収入 30,000 1,008 △28,992 ２ 事業費 839,000 166,186 △672,814

５ 前年度繰越金 685,389 685,389 0 ⑴ 技能士活用促進費 500,000 0 △500,000

県技能士大会実施費 450,000 0 △450,000

青年部結成促進費 50,000 0 △50,000

⑵ 技能尊重推進費 339,000 159,616 △179,384

全国技能士大会参加等 80,000 0 △80,000

技能グランプリ参加等 100,000 62,530 △37,470

ものづくり体験教室 100,000 50,880 △49,120

全技連交通共済費 9,000 7,526 △1,474

全技連商品購入費 50,000 38,680 △11,320

⑶ 調査広報費 会報発行 0 6,570 6,570

３ 予備費 397,389 0 △397,389

合計 1,676,389 1,424,397 △251,992 合計 1,676,389 498,136 ▵1,178,253

令和2年度の収支決算 収入合計1，424，397円 支出合計498，136円 差引（3年度へ繰越）926,261円

1 技能士活用促進事業
岩手県技能士大会の開催など

2 技能尊重事業
功労者の表彰など

3 調査広報活動
4 諸会議の開催等
総会、理事会、監事会など

5 会員拡大の推進

令和３年度事業計画

役員の改選

≪退任≫
菅原文男理事
(奥州金ケ崎）
≪新任≫
岩渕清和理事
(奥州金ケ崎）
※任期
令和4年5月まで

1 会議の開催
総会・理事会2回・監事会

2 技能士カード当頒布 18件
3 ものづくり体験教室等への支
援 久慈地区技能士会
4 ものづくりﾏｲｽﾀｰとしての協力
5 技能グランプリの参加
6 岩手県総合技能展 実演
7 会報発行３回

令和２年度事業報告
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編
集
後
記

岩
手
技
能
士
会
大
会
を
総
会
と
同

日
に
開
催
し
た
。
御
参
加
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
の
小

田
島
組
☆
ほ
～
る
と
い
う
大
き
な
会

場
で
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
参
加

人
数
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
。
万
全
の

コ
ロ
ナ
対
策
と
言
え
ば
、
「
酸
っ
ぱ
い
葡

萄
」
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
懇

親
会
の
な
い
大
会
開
催
の
記
憶
が
な

く
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
大
き
い
。

昨
年
度
は
多
く
の
大
会
・会
議
・
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
さ
れ
た
が
、
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
対
策
を
行
い
つ
つ
再
開
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
当
技
能
士
会
の
大
会

も
そ
う
だ
が
、
全
国
技
能
士
会
連
合

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
八
月
に
は
若

年
者
も
の
づ
く
り
大
会
が
愛
媛
県
で

開
催
さ
れ
る
。
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る

が
、
主
催
す
る
立
場
と
し
て
は
コ
ロ
ナ

慣
れ
に
注
意
が
必
要
だ
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
一
回
目
の
接
種
を

終
わ
ら
れ
た
会
員
も
お
ら
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
各
位
く
れ
ぐ
れ
も
御
自
愛

を
お
願
い
す
る
。

講
演
で
は
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
佐
藤
久
泰
建
政
部
長
に
講
師

を
お
願
い
し
た
。
建
設
業
に
お
け
る
現

場
で
の
高
齢
化
と
若
年
者
離
れ
が
深

刻
化
し
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
った
。
当

技
能
士
会
の
課
題
も
同
じ
で
あ
る
。

同
整
備
局
で
は
東
北
地
方
の
専
門
工

事
団
体
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る

が
、
技
能
士
会
と
の
接
点
は
こ
れ
ま
で

な
か
った
と
の
こ
と
。
会
員
に
国
の
施
策

の
情
報
提
供
す
る
場
を
設
け
る
こ
と

も
当
技
能
士
会
の
存
在
意
義
の
一
つ

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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投稿等のお願い

会員の皆様に投稿をお願いします。
内容は、情報提供・御意見・写真など、また会員

個人の趣味に関することでも構いません。
投稿先は当会報の発行元となりますのでよろしく
お願いします。

入会のお勧め

未入会の技能士の皆様、ぜひ地区技能士会や
職種別技能士会へ御入会をお願いします。
心から歓迎いたします。

収入の部 予算額 前年予算 増減 支出の部 予算額 前年予算 増減

１ 会費収入 669,000 690,000 △21,000 １ 管理費 420,000 440,000 △20,000

正会員会費 654,000 675,000 △21,000 ⑴ 事務局 300,000 320,000 △20,000

賛助会員会費 15,000 15,000 0 事務費 180,000 200,000 △20,000

２ 事業収入 60,000 270,000 △210,000 事務委託費 120,000 120,000 0

技能士ｶｰﾄﾞ等申請
手数料

60,000 90,000 △30,000 ⑵ 会議費 120,000 120,000 0

県技能士大会参加料 0 180,000 △180,000 総会費・理事会費 90,000 90,000 0

３ 寄付金収入 1,000 1,000 0 各種会議費 30,000 30,000 0

４ 雑収入 1,000 30,000 △29,000 ２ 事業費 477,000 839,000 △362,000

５ 前年度繰越金 926,261 685,389 240,872 ⑴ 技能士活用促進費 270,000 500,000 △230,000

県技能士大会実施費 270,000 450,000 △180,000

青年部結成促進費 0 50,000 △50,000

⑵ 技能尊重推進費 197,000 339,000 △142,000

全国技能士大会参加等 40,000 80,000 △40,000

技能グランプリ参加等 0 100,000 △100,000

ものづくり体験教室 100,000 100,000 0

全技連交通共済費 9,000 9,000 0

技能士ｶｰﾄﾞ当全技連支
払費

48,000 50,000 △2,000

⑶ 調査広報費 会報発行 10,000 0 10,000

３ 予備費 760,261 397,389 362,872

合計 1,657,261 1,676,389 △19,128 合計 1,657,261 1,676,389 △19,128

令和3年度収支予算

mailto:iwate@noukai.com

